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「水と緑」の風土に恵まれた土佐山田町は，古来，幾千年もの歳月を経

た文化遺産が数多く存在しています。しかしながら，近年の諸開発事業

の増加は，おびただしい数の発掘調査を生み出し，貴重な文化財が失な

われつつあります。

このたび発掘調査された林田シタノヂ遺跡は物部川左岸の河岸段丘に

位置しています。本遺跡からは縄文後期，晩期の遺物が発見され，土佐

山田町の原始社会の解明に資するのみならず高知平野の弥生社会の成立

を理解するうえで重要な遺跡であることがわかりました。

今回，調査成果を報告書として刊行する運びとなりました。本書の刊

行におきまして，文化財の保護，保存，活用の一助となれば，幸甚に存

じます。

最後に，発掘調査を実施するにあたり，調査を担当していただいた（財）

高知県文化財団埋蔵文化財センター，門脇隆主任調査員，山崎正明調査

員を始め，御協力いただいた高知県教育委員会，（財）高知県文化財団，

土佐山田町林田・山田島土地改良区など，多くの関係者に対し深く感謝

を申し上げます。

平成5年3月

土佐山田町教育委員会

教育長　岡本章博



1．本書は，土佐山田町林田・山田島地区における農村基盤整備事業に伴う，林田シタノヂ遺跡の

発振調査報告書である。

2．林田シタノヂ遺跡の所在地は，高知県香美郡土佐山田町林田字シタノヂである。

3．発掘調査は，平成4年3月2日～3月24日，平成4年9月17日～11月9日に実施した。調査面

積は2，546m2である。

4．発掘調査は，高知県教育委員会の指導のもと土佐山田町教育委員会が主体となり実施した。調

査及び整理作業は，平成3年度分については中山泰弘（土佐山田町教育委員会社会教育課主事）

が担当した。平成4年度分については調査I・II区を山崎正明（高知県埋蔵文化財センター調

査員）が，調査III区を門脇隆（高知県埋蔵文化財センター主任調査員）がそれぞれ担当した。

5．本書の執筆・編集等は，山崎正明が行った。尚，平成3年度分・平成4年度分調査III区に関

しては別途報告を行なう。

6．報告書に掲載の縮尺率は，それぞれに示した。高度値は海抜高であり，方位は磁北である。

7．遺構についてはP（ピット状遺構），SK（土坑状遺構）SD（溝状遺構）で標示した。

8．出土遺物の写真図版中の番号については，実測図の番号と一致している。

9．報告書作成にあたっては，出原恵三氏にご協力・助言・教示を得た。

又，前田光雄氏，松村信博氏，菊地直樹氏や埋蔵文化財センターの各調査員の方々から御協

力・教示を得た。記して深く感謝の意を表したい。

10．発掘調査全盤にあたって，土佐山田町をはじめ土佐山田町林田・山田島土地改良区，地元林

田シタノヂ地区の皆様方に種々御協力・御援助を頂いた。関係各位に厚くお礼申し上げま

す。

11．発掘調査及び遺物整理には下記の方々のご協力を頂いた。（順不同・敬称略）

発掘作業…………佐々木龍男・小松一仁・池宣宏・竹村幸宏・吉川徳子・中沢英子・岩瀬好

子・山下アツコ・山崎政子・武内環・藤村清子・井上静衛・門田安代・山

中美代子・宮本幸子

整理作業…………松木富子・山中美代子・宮本幸子・井上博恵・白木由里・門田美和子・竹

村延子・矢野雅・宮地佐枝・川村亜矢，その他多くの埋蔵文化財センター

整理作業の方々にご教示・ご協力を頂いた。

12．当遺跡出土資料は，土佐山田町教育委員会が保管している。

遺跡の略号は92－20YGである。



報　告　書　要　約

1．遺跡名　林田シタノヂ遺跡　遺跡番号190180　遺跡地図香美・長岡ブロック

No．15

2．所在地　高知県香美郡土佐山田町林田字シタノヂ

3．立　　地　物部川左岸の洪積台地上　標高約60m

4．種　　類　縄文・弥生時代・古代・中世・近世

5．調査主体　土佐山田町教育委員会

6．調査契機　農村基盤総合整備事業（圃場整備）

7．調査期間　平成3年度分　平成4年3月2日～3月24日

平成4年度分　平成4年9月17日～11月9日

8．調査面積　平成3年度分196m2，平成4年度分2，350m2

9．検出遺構〔縄文時代〕P　5基

〔弥生時代〕P　2基，SD l基，SK　5基

〔時期不明〕P　6基，SD l基　　　（調査I・II区）

10．出土遺物　縄文土器・弥生土器・須恵器・土師器・緑粕陶器・黒色土器・土鍋・石鉄・

小形のみ状磨製石斧

11．内容要約　土佐山田町の洪積台地上には弥生時代後期から古墳時代にかけての中心的

集落遺跡が存在している。隣接する林田遺跡もこの時期を代表する遺跡で

あり本遺跡も期待されたが，検出遺構及び出土遺物は少なかった。しかしな

がら各時代にわたって重要な資料を提供することになった。特に遺構出土

の縄文後期土器は注目される。
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第I章　調査に至る経過

林田シタノヂ遺跡は，高知県香美郡土佐山田町林田字シタノヂに所在する。本遺跡は，国庫

補助事業として行なわれている高知県内遺跡詳細分布調査によって，平成元年度に発見された

新たな遺跡である。この分布調査は，昭和63年度・平成元年度の2カ年をもって香美・長岡郡

下の10カ町村及び南国市を対象として行なわれており，土佐山田町においては従前の周知の遺

跡に加え，新たに100カ所以上の遺跡が発見された。

土佐山田町林田・山田島地区において，農村基盤総合整備事業として圃場整備が計画された。

平成3年12月4日に土木工事等の開発計画の照会があり，当事業工区が林田シタノジ遺跡に該

当することが判明した。当該圃場整備事業は平成3年度・4年度事業であるため早急に対応を

迫られることになり，文化財保護部局である高知県教育委員会，土佐山田町教育委員会は，遺

跡保護の立場から，高知県南国耕地事務所，土佐山田町産業振興課，林田・山田島土地改良区

と協議を重ねた。そこで，まず林田シタノヂ遺跡の範囲・遺物包含層・遺構等の正確な情報を

得るために，工事計画内で試据調査を早急に行なうことになった。その結果，広範囲にわたっ

て遺物・遺構等が検出された。この試掘調査をもとに，当該年度工事地である1号道路・用水

路の一部を調査対象地として再度協議を行なったが，平成3年度事業であり計画変更等は不可

能であった。そこで工事によって影響を受ける部分については発掘調査により記録保存を図る

こととなり，緊急調査を平成4年3月2日～24日まで実施した。平成4年度の工区についても

高知県教育委員会，土佐山田町教育委員会は，事前に開発部局と協議を行なった。その結果，

6号用水路・7号道路・11号道路・12号道路及び切土部分についても記録保存を図ることとな

り，緊急調査を平成4年9月17日～11月9日まで実施した。その後出土した遺構・遺物の整理

作業を行ない，平成5年3月26日に調査の全作業が終了した。



第II章　地理的・歴史的環境

1．地理的環境
土佐には全国的に見ても急流河川が集中している。フィリピン海プレートの押し上げによっ

て形成されたと考えられる急峻な四国山脈と太平洋に画する狭い平野部がこの地形的特徴をも

たらしている。剣山地に源を発する物部川は，仏像構造線に沿って西進したのち土佐山田町神

母ノ木より平野部に流れ出し，南進して土佐湾中央部へ流入する。全長71kmを有し県下三大河

川の1つとして知られている。この物部川左岸の洪積世の台地上に「林田シタノヂ遺跡」は所

在している。

この遺跡の位置する香美郡土佐山田町は，高知県下最大の穀倉地帯である香長平野の北端部

にあたり，県都高知市からは東方へ18kmの場所にある。ここは，東に香北町・西に南国市・南

に野市町・北に大豊町と接していて，面積110．98km2を有する。しかし70％を森林地帯が占め，

平成5年3月現在の人口は22，699人である。

土佐山田町の地形には，洪積世に形成された河岸段丘・古期扇状地（総称して洪積台地と呼ぶ。）

と沖積世に形成された沖積平野及び扇状地・扇状地性低地（総称して沖積平野と呼ぶ。）がある。

河岸段丘は神母ノ木上流に顕著に見られる。この段丘は物部川の侵食作用，山地の上昇によっ

て形成されたものである。古期扇状地は洪積世中期の海水準面が現在よりも一段高かった時期

に形成されたものであり，現在の物部川の扇状地よりも一段高い位置にあり，河川礫層などに

よって形成されている。現在では物部川に侵食されて，山地の裾の部分を中心に神母ノ木付近
注1

や土佐山田町の市街地等に一段高い地形として残っている。沖積平野はウルム氷期終了と共に
注2

始まった海進が更に進み，最高に達したとき（縄文海進）に形成された海底の平坦面がその後の

小海退により地上に姿をあらわしたものである。現在，土佐山田町から南国市後免・日章及び

野市町にわたる地域には，扇状地・扇状地性低地が発達している。これは物部川の堆積作用に

より，沖積平野（香長平野）に形成されたものであり，県下では最大規模を誇る。

地質については，土佐山田町は秩父北帯・黒瀬川構造帯・三宝山帯の3つに分けることがで
注3

きる。その多くを占める秩父北帯は主にジュラ期に形成された付加帯と考えられており，それ

以前の海山に形成された石灰岩や海底の堆積物などが混在して分布している。主に石炭紀～二

畳紀の堆積物で，枕状溶岩・石灰岩・チャート・凝灰岩などが多く見られる。その南部の黒瀬

川構造帯はかなり古い地質年代に形成された付加帯と大陸残骸からなり，それが移動して現在

の位置にある。更にその南部にある三宝山帯は三畳紀～ジュラ紀に形成された付加帯であり，

石灰岩・枕状溶岩・凝灰岩・チャート・砂岩・泥岩などがみられる。
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第II章　地理的・歴史的環境
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Fig．3　四国の河川と構造線
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Fig．4　林田シタノヂ遺跡と周辺の遺跡
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第II章　地理的・歴史的環境

2．歴史的環境
土佐山田町は南に接する南国市とともに，高知県下屈指の遺跡桐密地帯であり，高知県教育

委員会が昭和63年から平成元年にかけて実施した遺跡分布調査によると，194カ所を数える。以

下，土佐山田町の歴史・遺跡について各時代毎に概述する。

縄文時代

土佐山田町の歴史は，縄文時代早期の押型文土器及び多量のサヌカイト製石鉄等を出土した

飼古屋岩陰遺跡にその上限を求めることができる。この遺跡は吉野川上流地域の最古の遺跡と

しても知られている。土佐山田町における縄文遺跡としては今回が2例日であるが，物部川流

域の河岸段丘・山田町の市街地周辺からは初めての発見である。また物部川流域の縄文遺跡の

分布（香北町，美良布遺跡等）から，今後新たな縄文遺跡の発見が予測される。

弥生時代

今のところ弥生中期末から遺跡の存在が知られている。この時期の代表的な遺跡に，三宝山

中腹の龍河洞洞穴遺跡（4）がある。この遺跡は，高知県中央部以東の標式遺跡として（龍河洞式土

器出土），また石灰華にまかれた「神の壷」のある遺跡として有名である。平野部に目を転じる

と原遺跡（13）・原南遺跡（14・稲荷前遺跡（12）等があり，竪穴住居址が数棟検出されている。後期後

半から古墳時代初頭にかけては，香長平野全域（特に洪積台地上）で集落遺跡数の増加が著しい

時期として捉えられる。このことは鉄器の普及からも窺い知ることができる。県中央部以東の

標式土器とされている土器群（ひびのきI～III式土器と命名）を出土したひびのき遺跡（15）をはじ

め，ひびのきサウジ遺跡（16）・林田遺跡（1）などがこの時期を代表する遺跡として挙げられる。

★林田シタノヂ遺跡

No． 遺跡名 時代 No． 遺跡名 時代

1 林田遺跡 弥生～中世 22 長谷山窯跡 平安

2 林田 1号墳 古墳 23 タンガン窯跡 飛鳥

3 林田 2号墳 〃 24 林ノ谷窯跡 古墳～平安

4 龍河洞遺跡 弥生 25 新改古墳 古墳

5 鳥ヶ森城跡 中世 26 植村城跡 中世

6 影山城跡 〃 27 須江北遺跡 古墳～平安

7 雪ヶ峰城跡 〃 28 須江上段遺跡 古墳～近世

8 雪ヶ峰 1号墳 古墳 29 三島遺跡 弥生～平安

9 雪ヶ峰 2号墳 〃 30 金地遺跡 弥生・平安・中世

10 楠目城跡 （山田城跡） 中世 31 東崎遺跡 弥生～中世

11 楠目遺跡 弥生～近世 32 田村遺跡群 縄文～近世

12 稲荷前遺跡 〃 33 深渕遺跡 〃

13 原遺跡 〃 34 深渕城跡 中世

14 原南遺跡 〃 35 大谷古墳 古墳

15 ひびのき遺跡 弥生 ・古墳 36 笹ヶ峰遺跡 弥生

16 ひびのきサウジ遺跡 弥生～近世 37 曽我遺跡 弥生～中世

17 大塚古墳 古墳 38 下分速崎遺跡 弥生

18 伏原古墳群 〃 39 十万遺跡 弥生～中世

19 前行古墳群 〃 40 下井遺跡 平安 ・中世

20 予岳古墳 〃 41 ．香宗城跡 中世

21 予岳窯跡 〃 42 須留田城跡 〃

Tab．1周辺の遺跡分布表
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古墳時代

“小円墳，横穴式石室，群集”といった特徴をもつ後期古墳の存在が，山麓部を中心に多く知

られている。その中で昭和52年に一部発掘調査が行なわれた伏原大塚古墳（17）は，県内に現存す

る唯一の前方後円墳と言われていたが，平成3・4年に行なわれた3度の発掘調査の結果，四

国最大の方墳であることが判明した。

古代

この時期の遺跡が所在するところとして，新改・植・須江地区を挙げることができる。土佐

の古窯跡の中心地といわれる様に，この地区を中心として山麓部に多くの瓦窯・須恵器窯がみ

られる。ここは比江廃寺の瓦を焼いたタンガン窯（23）・国分寺の平瓦を焼いた東谷窯が所在する

ことからも，国分川の水運を利用して土佐国府（南国市）との結びつきが窺えるところでもあ

る。また「須江」という地名が残っている様に古墳時代より多くの須恵器生産がなされたとこ

ろでもある。他に香美郡衛跡や南海道の駅家跡と推定される区画も残っている。

中世～近世

山田郷において，甲斐源氏一条忠頬の家人であった大中臣秋家が山田氏の祖となったと伝え

られている。その子孫は代々山田氏と称し，その居城として室町期には楠目城（1ゆが所在してい

る。山田氏は戦国時代の土佐七守護の一豪族として有名であると共に，やがて長宗我部氏の支

配下に入ることが知られている。この他，高柳土居城跡・鳥力森城跡（5）などの中世城跡が残っ

ている。江戸期では，土佐2代藩主山内忠義に仕えた野中兼山による山田堰が知られている。

これは新田開発を目的としてつくられたものであり，水間を設けることにより4本の用水路が

開発された。

注1　新期扇状地との比高差は約10m

注2　約6，000年前

注3　付加体は海洋プレートが大陸プレートに沈み込むときに出来る。この沈み込みに伴って，海洋プ

レートの一部や海洋底の堆積物などが大陸側に押しつけられることによって形成される。

参考文献

『土佐山田町史』土佐山田町教育委員会1979

『角川日本地名大辞典』高知県　角川書店

『高知県の地名』平凡社

『土佐の川』高知県内水面漁業協同組合連合会

平朝彦『日本列島の誕生』岩波新書

森田尚宏他

森田尚宏他

出原恵三

曽我貴行

鹿田佳久

森田尚宏

『飼古屋岩陰遺跡調査報告書』　日本道路公団　高知教育委員会1983

『林田遺跡発掘調査報告書』土佐山田町教育委員会1985

『原南遺跡発掘調査報告書』高知県文化財団1991

『ひびのきサウジ遺跡II発掘調査報告書』（財）高知県埋蔵文化財センター1992

「土佐山田町伏原大塚古墳」『埋文こうち』第6号　高知県教育委員会

『土佐山田町北部遺跡群試掘調査報告書』土佐山田町教育委員会1992

6



第III章　調査の方法

調査対象地は「林田シタノヂ遺跡」（高知県市町村遺跡番号No．190180）として周知された場所

であった。今回の圃場整備事業及び工期の変更は既に不可能で，かつ緊急を要する情勢となっ

ていた。そこで圃場整備計画地をA～D地区に分け，図上に67の試掘坑を設定した。その後現

地を確認し，ビニールハウスや農作物に影響のない場所について，46ヵ所坪掘りを行なった。

2mX2mの試掘グリッドはすべて人力で掘り下げ，遺構・遺物の確認，土層堆積状態の略測

及び写真撮影を行なった。尚，検出した遺構等によってグリッドの拡張を行なった。

平成3年度分の発掘調査は，新しく設けられる道路・用水路に伴って早急に行なう必要に迫

られた。こうした状況下で，TRrlOの4mX4mの試掘グリッド，TR－9・TR－11の2

mx4mの試掘グリッドを更に拡張するかたちで調査を実施し，遺構・遺物については実測及

び写真撮影を行なった。

平成4年度分の発掘調査は，試掘調査・平成3年度分発掘調査の結果をふまえながら，道路・

水路・切土部分を中心に調査I区～III区を設定した。I区・II区は全面を調査し，III区はトレ

ンチ調査を行なってその結果で拡張を考えていた。調査手順としてはまず重機によって表土層

を剥いだ。包含層である黒色粘質土層でも，検出される遣物の量によって褐色粘質土層上面ま

で重機により堆積土を除去した後，人力によって遺構検出及び遺構の掘り下げを行なった。遺

構の実測・遺物の取り上げについては，任意の地点を基準点としてグリッドを設定した。25mX

25mの大グリッドと5mX5mの小グリッドの2種がある。大グリッドは，北西隅を基準とし

てⅩ軸を数字（1～10），y軸をアルファベッド（A～M）で表記しその交点をグリッド名とし

た。すなわち，A－7，K－4などという呼称になる。小グリッドは，大グリッドの北西を起

点として1から25まで分割した。小グリッドの呼称はB－8－1，H－2－18と言うようにな

る。

Fig．5　発掘作業風景
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第IV章　調査の成果

1．第I調査区

（1）概要及び基本層序

第I調査区は，洪積台地上にある調査区の北端に位置し，その北側は比高差約10mの急斜面

になっている。第I調査区を東西に3分すると，両サイドは表土層を剥いだ段階ですぐに地山

面となった。中央部はゆるやかに落ち込んでいる様であり，中心部に向けて堆積が深くなって

いると考えられた。そこで調査I区の基本層序は，調査区の中央部に南北方向のセクションベ

ルトを残して断面の観察を行なった。確認された基本層序は以下の通りである。

I層　耕作土層（含床土層）

II層　黒色粘質土層

III層　褐色粘質土層

IV層　黄褐色粘質土層

Ⅴ層　灰褐色砂礫土層

VI層　黄褐色粘性砂礫土層

VII層　褐色砂礫土層

第I層は表土層で現在の耕作土層及び床土層である。層厚は全体的に20～30cmであった。第

II層は所謂黒ボクと呼ばれている火山灰の土壌化した土層で，セクションベルト南側の方では

礫を多く含んでいた。この黒ボクは調査区の中央部で見られ，両サイドは後世の削平等でカッ

トされた為か見られなかった。第III層は鬼界アカホヤテフラと呼ばれる火山灰土層（音地）であ

り，ほとんどの遺構はこの層準上面で検出された。II層同様中央部で堆積が確認でき，両サイ

ドでは見られなかった。第IV層は無遺物層でセクションベルト北側の方で見られた。又，調査

区中央部よりやや西側において，I層を剥いだ段階で一部見られ地形のうねりや削平が窺えた。

第Ⅴ層～第VII層も無遺物層であり砂礫を多く含んでいる。第Ⅴ層上面は調査区の両サイドで遺

構検出面となっている。

I．耕作土層（含床土層）中央バンク東壁
II．黒褐色粘質土層
III．褐色粘質土層
IV．黄褐色粘質土層
V．灰褐色砂磯土層
VI．黄褐色粘性砂礫土層
VII．褐色砂礫土層

Fig．7　第I調査区基本層序
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Fig．8　第I調査区検出遺構全体図
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第IV章　調査の成果

（2）遺構と遺物

a．縄文時代の遺構と遺物

①PI

Plは調査区の西側サイド北端で検出した。A－7－22のグ

リッド上に位置し，回りには礫が多く基本層序のⅤ層を掘り込

んでいる。81×69cmの楕円形のプランを有し，かなりの削平を

受けている様で深さは13cmと浅い。埋土は黒色の粘質土単純

一層である。出土遺物はいずれも胴部ばかりであるが，二枚貝

による条痕を施した縄文晩期の粗製土器片が25点出土した。資

料として色調・胎土のやや異なるものを3点（17～19）図示した

が，個体数はさほど多くないであろう。（17）・（18）は内外面共に二

。二8．厩「
勉形形彪

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

」　．．jj

Fig．9　P－1平面及び断面図

枚貝による横位の条痕を施しているが，内面はあまり顕著に見られない。（19）は条痕？　しっか

りとした貝殻条痕は認められないが，擦痕が顕著に見られる。

②P8

P8は調査区のほぼ中央部北側においてIII層上面で検出した。

A－8－21のグリッド上に位置する。89×64cmの楕円形のプラ

ンを有し，深さは47cmと調査区の遺構の中では深い。埋土は黒色

の粘質土単純一層である。出土遺物は，検出面直下より縄文前期の

土器と考えられる細片2点（1・2）が出土した。これは，おそら

く後世の削平等で混入したものであろう。そして図示した様に，埋

土中層より縄文後期初頭の土器が内面を上に向け2点（3・4）重

なって出土した。その他にもう1点土器片が壁にはりつく様に出

〆

－、＿芋I
D L＝58．00m

‾　二…二‾

1m

［「．一．：　　　二二」

Fig．10　P－8平面及び断面図
土したが，胴部で時期は不明である。又，中層から下層にかけて

は，拳大前後の大きさの礫が約30個投棄されていた。そのうち約％は被熱変色している。

縄文土器（1）・（2）は共に細片であるが，他の縄文土器に比べ薄く胎土にも違いがみられる。（1）

は口緑下に4条の微隆起帯を貼付してその間にへラ状原体で列点を施している。（2）も列点が施

されているのであるが，（1）に比べて列点の単位が小さく深い。（3）・（4）は共に休部上部に太くて

深い沈線による文様帯を施していて，中津式の古段階に併行するものである。（3）は巾4mmの

沈線で深く施文せられる。左に開口する長楕円の区画文（4単位？）を内傾気味に立ち上がる口

緑外面に施文している。細砂・粗砂を多く含み粗雑なつくりであるが，内外面共にナデによる

調整を施している。又，外面には口緑端部に至るまで多くの煤が付着している。（4）は（3）ほど深

くないが，内傾する頸部から口緑部にかけて巾4mmの太い沈線で区画文を施している。その

文様帯は，内側の枠組み（4単位？）を外側の沈線が囲む様なかたちで施されている。全体的に

チャートの粗粒砂を多く含み，外面はナデ・内面は擦痕の様な荒いナデで調整している。又，
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Fig．11　P－9平面及び断面図
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外面には煤が付着している。

（診P9

P9は調査区のほぼ中央部にありB－8Tlのグリッド上に位置する。92×87cmの円形の

プランを有し深さは22cmと浅い。埋土は黒色の粘質土単純一層である。断面は中央最深部に向

けてゆるやかに落ち込み，大きな椀の様なかたちをしている。出土遺物は縄文晩期土器135点で

ある。しかし細片が多く，いくつかの土器片についてのみドットで図示した。そして点として

押さえれないものも，一つの枠としてくくることにより図示した。又，このピットからは長径

25cmの河原石が2個出土し，中央部では炭も検出することができた。縄文土器は浅鉢と深鉢で

あり，比較的良い資料に恵まれたので以下器種毎に分類し説明を加える。

浅鉢（6～9）

浅鉢A（6）下胴部より斜め外方に直線的に立ち上がり，上胴部で強く内側に屈曲する。そし

て再び口緑部に向かって外反するが口縁部端は欠損している。外面の上胴部最大径の所よりや

や上方では沈線状による段が見られる。一部それがとぎれる所があり方形の扁平な突起状にな

っている。全体的に薄く内外面共に丁寧なへラ磨きが施されている。又，外面胴部下半は二枚

貝による条痕が施されている。煤の付着が一部見られる。

浅鉢B（7）短く斜上に開く口緑部から外に張り出す胴部をもち，胴部最大径の所で反転　し

て底部へ至る。胴部径の方が口緑部径より大きく，口緑端部はやや丸く肥厚する。内外面共に

やや剥落している様だが外面に一部横方向のへラ磨きが見られる。

浅鉢C（8）下胴部より外方に立ち上がり，上胴部で屈曲した後外湾していく。屈曲した段部

より上部にかけての部分には，へラ状工具による沈線文を施している可能性がある。外面はや

や剥落しているが内面は横方向にへラ磨きが施されている。

浅鉢D（9）口緑部はやや外反し口緑端部は内側に丸く肥厚する。内外面共に横方向にへラ磨

きが施されている。

12



第IV章　調査の成果

探鉢（10～16）

探鉢I類　（10～12）いずれも粗製の深鉢で，口緑端部にへラ状原体で刻目が密に施されて

いる。仕のまあまり顕著に見られないが内外面共に貝殻条痕が施されている。口緑端部はしっか

りと面どりがなされ，へラ状原体で内側から外側に対して右下がりで刻目が施されている。（以

下，右下がりR，左下がりL）（1臣（12）は色調・胎土共に似ており同一個体の可能性がある。（川の内

面は貝殻条痕を横方向に施した後，縦方向にナデている。外面も上から下にナデている。口緑

端部はやや丸みをもたせL方向に刻目が施されている。（12）も内外面にナデが見られる。口緑端

部は（1机こ比べてやや厚く，刻目はほぼまっすぐに施されている。

探鉢II類　（13～16）いずれも粗製の深鉢で，口緑端部に貝殻腹緑による刻目が密に施され

ている。（13）は最大径を上胴部に有し，口緑部はゆるいくびれ部から直立気味に立ち上がる。貝

殻条痕が内外面に施されているが，特に外面は顕著である。口緑端部は面どりがなされ貝殻腹

緑による刻目がR方向に施されている。（1㊥は細片であり，（13）と近似している。しかし，外面に

施された貝殻条痕の単位が大きい。口緑端部の刻目もR方向だが極端に横ななめ方向に長く施

された所もある。（15）・（16）は細片であるため全体的な観察ができない。しかし内外面に貝殻条痕

が見られず，II類のタイプとしては違いが見られる。（15）・（16）共に内面は横方向にナデている。

刻目については，（15）はR方向に施されているが（16）はL方向に施されていてしかも単位が太い。

④Pll

PllはB－8－2のグリッド上に位置する。98×88cmの楕円形のプランを有し，深さは9

cmと非常に浅い。埋土は黒色の粘質土単純一層である。出土遺物は縄文後期の土器片1点（5）が

出土した。外面に縄文原体RLを施している。

（9P13

P13は104×94cmのプランを有し，深さは31cmである。出土遺物は土器の細片が2点出土し

た。図示できるものはないが，色調・胎土等で縄文土器と思われる。

b．弥生時代の遺構と遺物

①P2

P2はB－7－9のグリッド上に位置する。64×50cmの不

整形のプランを有し，深さは18cmと比較的浅い。埋土は黒色粘

質土である。ピットの近くには礫が多く見られ，完掘したピッ

トの中にも拳大の礫がいくつか突出している。このピットから

は，弥生後期中葉の土器片約90点と土器と重なる様に拳大の扁

平な礫が1点出土した。この礫は使用痕は見られないものの，

火を受けているのか少し赤く変色していて明らかに回りのもの

とは様相を異にしていた。
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嚢（20～22）（2鋸ま内面に稜をなして「く」の字状に外反する口縁部で，口唇部には2条の凹

線が施されている。口緑部は内外面共に横方向にナデ調整を行い，口緑直下より内面は斜め方

向にへラ削りが施され，外面は縦方向にパケ調整が施されている。（2カも外反した口緑部であり，

内外面共に横方向にナデ調整を施している。口唇部は横方向への強いナデにより凹状をなして

いる。（22）は下方よりゆるやかに丸みを帯ながら立ち上がり口緑部で「く」の字状に外反する。

内面の口緑部直下は右から左へ横方向に軽くへラ削りが，胴部は下方から上方への縦方向に強

いへラ削りが施されている。外面は口緑部直下より縦方向にパケ調整が施されている。後期前

半に属する。

高杯（23）　脚部は欠損しているが，浅い椀状をなすタイプのものである。焼成不良で器面が

軟質でありしかも磨耗している。口縁部外面に2条の凹線を施し，外面胴部下方から上方にパ

ケ調整が施されている。

壷（24）　底部小片で外面やや剥落しているものの，底径7cmの平底をもつ。底部外縁は丸

みをもち外方へ立ち上がっていく。内面はナデ調整を施していて，指頭圧痕を残す。外面は縦

方向にパケ調整を施している。

②PlO

PlOはSK2を切っている。105×89cmの不整の隅丸方形である。深さは52cmと調査区の遺

構では一番深い。埋土は黒色粘質土である。このピットからは弥生土器片35点が出土した。細

片が多く図示できる資料はないが，丸底を指向した底部片や色調・胎土・調整等で弥生後期の

終末期のものと考えることができる。

C．その他の遺構と遺物

①SKI

SKlはB－7－9のグリッド上に位置する。長軸133cm・短軸89cmのやや長めの楕円形の

プランを有する土坑である。西側がやや高くなっていて深さは西端で26cm・東端で6cmを測

る。埋土は黒色粘質土である。検出面で20～30cmの礫が2点出土し，埋土中では大小の礫が7

点出土した。遺物は土器の細片が2点出土したが図示し得るものはない。

②SDI

SDlは調査区のほぼ中央部に位置している溝で，主軸方向はN－180－28′－25′′－Eであ

る。検出長は9．25mで，幅は27～36cmである。床面は全体をとうして凹凸が見られ南北端の差

は殆ど見られない。埋土は黒色粘質土で，埋土中より土器の細片が3点出土した。しかし，図

示し得るものはなぐ性格も判断できない。

③SK3～SK5

これらの土坑が位置する所では北側方向への落ち込みがみられた。縄文土器や弥生土器の細

片も幾つか見られたが，撹乱を受けていた。
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Fig．13　P－11，P－13，P－10，SK－1，SD－1平面及び断面図

土坑N n 長軸（cm）短軸（cm）深さ（cm） 平面形 出土遺物 出土土器実測恥． 備考

P l ・ 81 69 13 楕 円形 縄文土器片 25 17，18， 19

2 64 50 18 不 整形 弥生土器片 90 20，21， 22， 23，24 床 面に礫 あり　 焼石 1

3 31 29 23 円 形

4 38 32 21 楕 円形

5 31 25 21 円 形

6 35 32 6 円 形

7 37 36 19 円 形

8 89 64 47 楕 円形 縄文土器片 5 1 ， 2 ， 3 ， 4 多 くの礫 あり （焼石）

9 92 87 22 円 形 縄文土器片 195 6 ，7 ，8 ，9 ，10，11，12，13，14，15，16 河 原石 2

10 105 89 52 不 整の隅丸方形 弥生土器片 35

11 98 88 9 楕 円形 縄文土器片 1 5

12 83 66 22 不 整形

13 104 94 31 楕 円形 土器片 2

S K l 133 89 26 やや長めの楕円形 土器片 2 検出面に大 きな礫 2 ，埋土中に礫 7

2 120 72 44 不 整形 P lOに切 られている

3 135 56 13 長 めの楕円形 撹乱を受けている

4 148 61 30 長 めの楕円形 〃
5 150 118 30 楕 円形 〃

S D l 925 30 12 土 器片 3

Tab．2　調査I区遺構一覧表
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2．第II調査区

（1）概要及び基本層序

第II調査区は，H－2・I－2のグリッド上にまたがる。この調査区は，試掘調査及び平成

3年度分発掘調査の結果状況等から見てもかなり期待がもてる場所であった。現況は平坦な面

が広がっているが，この林田シタノヂ地域の東側の方では畑をつくる段階でかなりの削平を行

なったという地元の人の話などからも，旧地形は全体的に東の方が高かったと考えられる。西

側にある第II調査区ではかなり深めに包含層があると考えられ，調査区の中央部にセクション

ベルトを残すことにより断面の観察を行なった。確認された基本層序は以下の通りである。尚，

この調査区は道路と人家にはさまれた場所であり，掘り下げには道路・人家からそれぞれ一定

距離をとり十分注意する必要があった。遺物の出土状況が道路側に近い所に集中していたが上

記の理由で拡張できなかったのは残念であった。

I層　耕作土層

II層　灰褐色粘質土層（床土層）

III層　黒色粘質土層

IV層　褐色粘質土層

Ⅴ層　黄褐色砂礫土層

第I層は表土層で現在の耕作土層である。層厚は全体的に20～30cmであった。第II層は床土

層で層厚は20cm前後であった。第III層は所謂黒ボクと呼ばれている土層であり，丁度中央部セ

クションベルトより北側の方で集中して見られ，南側の方ではほとんど見られなっかった。又，

西側の人家の方に向けて深く堆積していると考えられていたのが，緩やかではあるが東側の道

路側の方に向かって堆積していた。全体的に遺物はさほど多くなかったのであるが，西側と東

側の壁では堆積に20cm前後の差があり，これが遺物の出土状況にも表れている様にも思われ

る。第IV層は鬼界アカホヤテフラと呼ばれる火山灰土層（音地）であり，所によっては砂礫を多

く含んでいた。III層と同様で中央部より北側で集中して見られ，南側ではほとんど見られなか

った。遺構検出面はこの層準上面である。第Ⅴ層は礫を多く含んだ地山面である。中央部より

南側ではI・II層を剥いだ段階でほとんどがこの面となり，北側でもIII層を剥いだ段階で部分

的に見られた。この事からも地形の凹凸が窺える。

（2）遺構と遺物

（彰SD2

SD2はH－2－12・13・17・18・19の5つのグリッドにまたっがって位置している溝であ

る。検出面はIV層上面で，埋土は黒色粘質土単純一層である。西方よりゆるやかなカーブを描

いて北側の壁へと続いている。検出長は6．40mで，幅は西側で34cm・中央部110cm・壁際115cm

となっていた。深さは10cm以内で浅い。土器片8点が出土したがいずれも胴部細片であった。
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Fig．15　第II調査区検出遺構全体図
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第IV章　調査の成果

（33）は弥生前期末に位置づけられる土器である。7条のへラ描き沈線が確認でき，1条目から5

条目の間にはそれぞれ列点が施されている。（3射ま弥生中期中葉の土器である。細片であり剥落

している部分があるが，単位の細い5条からなる櫛描き簾状文が施されている。

②縄文時代の遺物

調査II区より出土した遺物のほとんどは縄文土器であり，主にH－2－24のグリッド上の第

III層（包含層）からの出土であった。この層準上方で出土した（32）以外は下方出土の細片で図示で

きる資料は僅か7点である。（32）は拳大の扁平な河原石に潰された様に出土した。精査したにも

かかわらずプラン等は検出し得なかった。この土器は非常に粗雑なつくりであり，煤が多く付

着している。（26）は無刻の突帯文土器である。深鉢の口緑部で下方より外側にほぼ直線的に開く。

口緑部はやや外反し端部は丸くおさめている。突帯はシャープな三角形をなし，口緑端部より

やや下がった位置に貼付している。器面調整は内外面共に丁寧なへラ磨きが施されている。（27）

も口緑部よりやや下がった位置に突帯が見られるが，刻目の有無は確認できない。（26）に比べる

と粗雑なっくりである。（2鋸ま刻目突帯文土器である。外反気味に立ち上がり口縁部は肥厚する。

口唇部にへラ条原体で刻目を施し，胴部外面は貝殻条痕を施している。（29）はかなり大きめの土

器である。口唇部はしっかりした面をなし下端に太い刻目を施す。内面及び口唇部はへラ磨き

が施されている。（3鋸ま黒色磨研土器で外面にへラ磨きが施されている。（3机ま壷である。胎土等

からみて搬入晶と考えられる。その他

道路側の東壁部分のII層（床土）から，

縄文時代の石鉄が1点（25）出土した。凹

基式で重さは0．25gである。石質はサ

ヌカイトで風化により白っぽくなって

いる。

③弥生時代の遺物

調査II区包含層出土の弥生土器は少

なく図示できる資料は次の2点である。

（35）は包含層の上面部分から出土したも

のである。平底の底部で，内外面共に

ナデ調整が施され内面下方には指頭圧

痕が残る。（36）は剥落・磨耗がつよい。

ゆるやかに外反した口緑部に2条の凹

線文を施している。第IV様式に属する。

D L＝54．30m

－A′

二二l－

B‾物物彿‾B′
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第Ⅴ章　まとめ
～P8出土の縄文後期土器について～

本遺跡出土の資料は全体的に少ないものの，各調査区毎に重要な資料がいくつか出土した。

ここでは，調査I区出土の縄文後期土器2点について簡単にふれておきたい。

県下における縄文時代遺跡の分布は西高東低である。全体の約7割が，西部の四万十川流域

や海岸段丘上にある。中でも人口が増加する縄文後期の指標遺跡が多々存在し，土器研究やこ
注1

の時期を支える漁扮文化の発達など，縄文文化の研究が他のどの時期よりも進んでいる。しか

しながら近年の発掘調査の増加により，中央部でも後期・晩期を中心に遺跡の発見が相い次い

でいる。今次調査の対象となった「林田シタノヂ遺跡」も。その1つである。すでに述べたよう

に，本遺跡からは少量であるが後期と晩期の資料をうることができた。2点の後期土器は遺構
注2　　　　　注3

からの出土である。周辺における後期の遺跡は，拝原遺跡や田村遺跡群・柳田遺跡を挙げるこ

とができる。柳田遺跡からは，現在資料整理の進行中であり詳しいことはまだ判明していない

が，前二者はすでに報告書も刊行されている。拝原は，後期前葉の宿毛式と南四国における成
注4

立期の緑帯文土器・松ノ木式の段階の資料であり，田村は縁帯文期の資料である。

さて，当遺跡出土の後期土器の編年的位置づけを行なわなければならない。本例の特徴を今

一度述べれば，太くて深い沈線が口緑部周辺に描かれていることを第Iにあげることができよ

う。今村啓爾氏は，「平式に見られるI帯の窓枠状の区画が中津I式にも維持される。中津II式

では文様を描く沈線はI式よりも細くなり，I帯の窓枠形の区画は退化する。」と指摘して
注5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注6　　　　　　　　　注7

いる。又，文様構成上で岡山県昭和町の建行田遺跡や広島県福山市洗谷貝塚の中から非常に類

似した土器を兄い出すことができる。このようなことからこの2点の土器は，中津式古段階に
注8

併行するものである。中津式土器はいうまでもなく岡山県倉敷市中津貝塚を標式遺跡としてい
注9

るものである。高知県の後期初頭の標式土器は土佐清水市出土の下益野式土器で，磨消縄文を

主体として沈線文，無文・条痕土器で構成されている。しかし現時点での高知県中央部におけ

る後期初頭の土器は未確認であり，この2点の土器は今後中央部の後期土器編年を組む上で指

標となろう。又，木村剛朗氏は四国及び高知県内の中津式期の分布によって，下益野式土器集

団が瀬戸内海に突出した高縄半島から仁淀川・四万十川を伝い高知県西部へと南下するルート
注10

や，自然環境に適応した網漁業の盛行等を推察している。それに対して中央部の地域色が今後

の発掘調査の増加によりどういう様相になるのか，あらゆる面で一石を投じるものとなろう。

いずれにせよ，本地域における先に紹介した3遺跡は低湿地に営まれているのに対して，本遺

跡は標高約60mの洪積台地の段丘面にあり，新段階になり低湿地への移動があったかなど生業
注11

と集落遺跡を考える上で非常に興味深いところである。
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Fig．17　縄文前期土器（1・2），縄文後期土器（3・4・5）
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Fig．18　縄文晩期土器　浅鉢A～D（6・7・8・9），深鉢I顆（10）
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Fig．19　縄文晩期土器　深鉢I類（11・12），深鉢II類（13・14・15・16）
縄文晩期土器（17・18・19）
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Fig．20　弥生土器　嚢（20・21・22），高杯（23），壷（24）
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Fig・21石錬（25），縄文晩期土器（26・27・28・29・30・31・32），弥生土器（35・36）
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm） 胴径

底径

色調 ・胎土 特　　　　　 徴 備　　 考

1 P 8 縄文土器
（2．8）

内面　 にぶ㌧ゝ黄橙 口緑部片のみ残存。

外面　　　 〃 外面に徴隆起帯 を貼布 して， その間にへラ状原体

細砂多 で列点を施す。

2 ／／ ／／

－
内面　 黄褐色 口緑部片のみ残存。

（3．2） 外面　 にぷい黄褐色 外面にヘ ラ状原体で単位の小 さくて深い列点を施

細砂 ・粗砂 ・長石 す。

3 ノ／
ノ／
鉢

17 ．2 内面　 暗灰黄色 沈線巾4 m m ，左に開口する長楕円の区画文を内 煤付着が顕著
（10．5） 外面　　　 〝

1 ～ 4 m m の砂粒多
チャー ト

傾気味 に立ち上がる口緑外面に深 く施文。

4 ／／
／！

20 ．1 内面　 赤褐色 沈線巾4 m m ，内傾す る頸部か ら口緑部 にかけて 煤付着

（22．5） 外面　 ／／ 内側の枠組み （4 単位 ？）を外側 の沈線が囲む様

深鉢 30 ．0 チャー トの粗粒砂多 く含む に区画文を施す。

外面ナデ，内面は擦痕のように荒 いナデを行う。

5 P ll ／／

－
内面　 にぷい橙 休部片である。

（3．3） 外面　 にぷい黄樟

砂粒，チャー ト

縄文原体 R L を施す。

6 P 9
ノ／

－ 内面　 灰黄褐色 下胴部 より斜め外方に直線的に立 ちあが り，上胴 煤付着

（18．8） 外面　 にぷい黄褐色 部で強 く内側に屈曲，上胴部最大径 よりやや上方
で段が見 られる　それは一部 とぎれる所があり　偏

浅鉢 35 ．0 チャー ト，長石の細～粗粒砂 。　　　　　　 ロ　　　　　　　 月　　　　　 ，
平な突起状 になっている。内外面共 に丁寧なへラ
磨 きが行われ，胴部大半は条痕を施す。

7
／／ 浅鉢

15 ．6 内面　 黒褐色 口緑部 より外に張 り出す胴部 をもち，胴部最大径

（5．6） 外面　 黄褐色 より反転 し底部へ至 る。口縁端部はやや丸 く肥厚

／／ 19 ．4 細粒砂，長石 す る。全体的に剥落気味であるが，へラ磨 きが見

られる。

8 〃
／／

－
内面　 黒褐色 休部片である。下胴部 より斜め外方 に直線的に立 煤付着

（3 ．6） 外面　 ／／ ち上がり上胴部で屈曲し外港 していく。段部よ り

浅鉢 7 ．1 細砂，粗砂，チャー ト，長石 上面に細かい沈線が 5 条施 されている。

内面へラ磨き。

9 ノ／
〃

－
内面　 灰黄褐色 口緑部片である。

（2 ．5） 外面　 にぷい黄褐色 やや外反 し， 口緑端部は内側に丸 く肥厚する。内

浅鉢 1 ～ 3 m m の砂粒，長石 外面共 に横 方向にへ ラ磨きを行う。

10 〃
／／
深鉢

30 ．0 内面　 にぷい橙色 ほぼ直線的に立ち上がる口緑部であり，端部は面

（5 ．6） 外面　　　 〃

0 ．5～ 4 m m の砂粒，長石

チャー ト

どりがなされヘラ状原体で刻目を施す。 （R 方向）

11 ノ／
〃

44 ．0 内面　 にぷい橙色 口緑部片である。

（5 ．0） 外面　　 ／／ 内面貝殻条痕の後ナデ，外面貝殻条痕を施す。

深鉢 0 ．5へ′2 m m の砂粒 口緑端部はやや丸みをもたせへラ状原体で刻目を

施す。 （L 方向）

12 ／／
！／

－ 内面　 にぷい黄色 口緑部片である。

（3 ．4） 外面　 浅黄色 内外面共にナデている。口緑端部 はへラ状原体で

深鉢 0 ．5～ 2 m m の砂粒 刻目を施す。

13 ノ／
／／

41 ．0 内面　 にぷい黄褐色 胴部最大径から内側へゆるくカーブしなが ら口緑

（12 ．7） 外面　　　　 ノ／ 部に立 ち上がる。内外面に条痕を施 し，特に外面
深鉢 45 ．0 1 ～ 4 m の砂粒多 には顕著である。口緑端部 は面どりがなされ，貝

チャー ト 殻腹緑 による刻目を密に施す。（R 方向）

14 ノ！
ノ／ （2 ．5）

内面　 褐灰色 口緑部片である。

外面　 灰黄褐色 内外面共に貝殻条痕 を施 すが外面 は単位が大きい。
深鉢 1 m m 大の砂粒 口緑端部は貝殻腹緑による刻目を密に施す。（R 方

向）

15 〃
ノ／ （2 ．3）

内面　 灰褐色 口緑部細片である。

外面　　 〃 粗製 の土器であ り，内面 は横方向 にナデている。
深鉢 細砂，粗砂，長石 口緑端部に貝殻腹緑による刻目を密に施す。（R 方

向）

16 ノノ
〃

－ 内面　 にぷい黄橙色 口緑部細片である。

（2 ．3） 外面　 暗褐色 粗製 の土器であ り，内面 は横方向にナデている。
深鉢 細砂，粗砂 口緑端部に貝殻腹緑による刻目を密に施す。（L 方

向）

17 P l ノ！
（5 ．4）

内面　 黒褐色 休部片である。
外面　 にぷい黄樟色 内外面共に貝殻条痕を施すが，内面は顕著に見 ら

1 ～ 4 m m の砂粒多，長 石，

チャー ト

れない。

18 〃 ／／

－
内面　 にぷい黄橙色 休部片である。

（4 ．6） 外面　　　　 ノ／ 内外面共に貝殻条痕を施すが，内面は顕著に見 ら

0 ．5～ 2 m m の砂粒

長石，チャー ト
れない。

19 〃 〃

－
内面　 浅黄樺色 休部片である。

（3 ．3） 外面　 にぷい黄橙色 しっか りとした貝殻条痕 は認められず，擦痕が見

－

1 へノ4 m m の砂粒 られる。

Tab．3　遣物観察表1
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm） 胴径
底径

色調 ・胎土 特　　　　　 徴 備　　 考

20 P 2
弥生土器

12 ．0 内面　 橙色 「く」の字状に外反する口緑部で，内面はしっかりとした

（4．0） 外面　　 ／／ 稜をなす。口唇部には2 条の凹線が施されている。口緑部

襲 細砂粒 を含む は内外面共に横方向へナデ調整，口緑直下より内面はへ
ラ削り，外面は縦方向にパケ調整を行う。

21 ノ／
／／
碧

16 ．0 内面　 にぷい黄橙色 外反した口縁部である。内外面共に横方向へのナデ調整。

（2．0） 外面　　　 ／／

0．5～ 3 m m の砂粒

口唇部は横方向への強いナデによる凹状をなす。

22 ／／
ノノ
碧

13．6 内面　 にぷい橙色 中胴部よりゆるやかに内側にカープをしながら立ち上が
′一L1．　、（8．3） 外面　　　 〃

0．5～ 4 m m の砂粒を含む。

り，口緑部で「く」の子状に外反する。内面は口緑直下に
右から左へ横方向の軽いヘラ削りが，胴部下方から上方
への縦方向には強いへラ削りを行う。外面は口緑直下よ
り縦方向にパケ調整を行う。

23 ／／
ノ／
高杯

19．0 内面　 橙色 浅い椀状をなす。口緑部外面に2 条の凹線が施され，中胴

（5．0） 外面　　 ノノ

0．5～ 3 m m の砂粒を含 む
焼成不良

部より下方には縦方向にパケ調整を行う。

24 ノ／
／／

－
内面　 褐灰色 底部片である。底部外縁部は丸みをもち，外方へ立ち上が

（2．7） 外面　 にぷい黄橙色 っていく。内面ナデ調整，指頭圧痕を残す。外面縦方向に

ノt．・．・．‾　1－・＝ヒ宣E
7．0

0．5～ 3 m m の砂粒を含 む パケ調整を1丁つ。

26 第 III層
縄文土器

－
内面　 にぷい褐色 ロ緑部片のみ残存。

（3．4） 外面　 にぷい橙色 口緑端部は丸 くおさめ，それよりやや下方に三角形の突

ノケ・．・．‾深鉢 0．5へノ2 m m の砂粒

チャー ト，石英他

帯を貼布する。内外面共に丁寧なヘフ磨きをTT う。

27 ／／
／／ （3 ．6）

内面　 明黄褐色 口緑部片のみ残存。

外面　　　 〃 貼布された突帯が少し欠けており，刻目の有無は確認で

深鉢 0 ．5～ 2 m m の砂粒

チ ャー ト多い。

きない。

28 ノ／
ノ／

－
内面　 にぷい黄橙色 口縁部片のみ残存。

（2 ．9） 外面　　　 ノ／ 外反気味に立ち上がり，口緑部は肥厚する。口唇部にへラ

深鉢 0 ．5～ 3 m m の砂粒

チ ャー ト，長石

状原体で刻目を施す。

29 〃
〃 （2 ．7）

内面　 黒褐色 口緑部片のみ残存。

外面　 にぷい黄橙色 口唇部はしっかりした面をなし，下端に太い刻目を施す。

深鉢 0 ．5～ 2 m m の砂粒 内面及び口唇部はヘラ磨きを行う。

30 ノ／
／／
深鉢

－ 内面　 灰黄色 口緑部片のみ残存。

（2 ．8） 外面　 褐灰色

細砂粒多

外面にヘラ磨きを行う。

31 ノノ
／／
・こ量ご．宝E

－
内面　 ラ炎黄色 口緑部片のみ残存。 搬入晶か。

（3 ．0） 外面　　　 ノ／
0 ．5－ 2　m m の砂粒多
長石，石英黒雲母を多く含む。
チャー トな し

強く外反する。

32 〃
／／
深鉢

－ 内面　 明灰黄色 ゆるやかな丸みをおびた胴部である。 煤付着が顕著

（16 ．0）

11 ．6

外面　 浅黄色

0 ．5～ 4 m m の砂粒多

チャー ト，長石

内外面共非常に粗雑なつくりである。

33 ノ／ 弥生土器
（2 ．9）

内面淡黄色 休部片である。

外面　 黄橙色 7 条のへラ描き沈線が確認でき， 1条目～5 条目の間に

1 ～ 4 m m の砂粒 はヘフ状原体による烈点を施す。

34 ／／ ／／

－ 内面　 黒褐色 休部片である。

（3 ．2） 外面　 橙色

0 ．5～ 2 m m の砂粒

単位の細かい5 条からなる櫛描き簾状文を施す。

35 ／／ 〃
（4 ．5）

内面　 にぷい橙色 平底の底部である。

外面　 黒褐色 内部面共にナデ調整を行う。内面下方には指頭圧痕が残

6 ．6

0 ．5～ 1 m m の砂粒 る。

36 ノ／
／／
＝土ご雲宣

12 ．8 内面　 橙色 ゆるやかに外反した口緑部に2 条の凹線を施す。

（4 ．6） 外面　 〃

0 ．5～ 2 m m の砂粒

磨耗がつよい。

Tab．4　遺物観察表2
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出土遺物1（縄文後期土器）



P L．10

出土遺物2（縄文晩期土器）



P L．11

出土遺物3（縄文前期・後期・晩期土器）



P L．12

出土遺物4（弥生前期・中期・後期土器）

出土遺物5（石鍍）
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